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特定道路土工構造物の点検業務における GIS 活用の有効性の検討 
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1. はじめに 

降雨や地震などの自然災害の影響を大きく受ける道路

土工構造物について、防災上及び効率的な維持修繕の観

点から適切な時期に変状を把握し、適切な対策を施すこ

とを目的に平成29年度に道路土工構造物点検要領が定め

られた1)。中でも、重要度1の道路土工構造物から抽出さ

れる特定道路土工構造物（図-1）は、5年に1回を目安に

点検実施が求められている1)。特定道路土工構造物とは、

「道路土工構造物技術基準2)」に規定された重要度1の道

路土工構造物のうち、長大切土又は高盛土のことをいう

1)。本要領による点検対象箇所の適切な選定と、点検作業

の効果的実施のため、既存の取組みによって得られた情

報や関連データについても、道路土工構造物の位置や諸

元の把握、変状の進行を判断するための比較対象とする

など、有効に活用することが求められる1)。また、既存の

取組みと本要領での点検の箇所が重複あるいは包含する

場合などは同時に行うことが望ましい1)。 

そこで、各種データとの空間上の関係性を把握し業務

の効率化を図ること及び点検記録と関連する各種情報の

一元的管理を目的に、GIS 活用の有効性の検討を行った

ので報告する。 

  

図-1 特定土工構造物1) 

 

2. 業務上の課題 

本業務における課題は以下の3点である。 

① 各種条件の空間的関係性の把握 

道路土工構造物点検要領にもあるように、既存資

料との比較や位置・諸元把握、重複箇所の統括等、

各種条件との空間的関係性を把握することが求

められる。 

② 業務の効率化 

特定道路土工構造物の抽出や、既存資料や関連デ

ータ等の各種条件を把握し条件ごとに抽出する

作業は非常に煩雑となるため、効率的に管理・分

析を行うことが求められる。 

③ データベースとしての活用 

業務終了後は今後の維持管理・点検を行う際のデ

ータベースとして活用したい。 

これらの課題を解決するため、GIS の活用を検討した。 

 

3. GIS の利点 

GIS とは、「Geographic Information System」の略称

で日本語では「地理情報システム」と訳される。地球上

に存在する地物や事象はすべて地理情報と言えるが、こ

れらをコンピューターの地図上に可視化し、情報の関係

性、パターン、傾向をわかりやすいかたちで導き出すこ

とができるのが、GIS の大きな特徴の一つである3)。本業

務で GIS を利用する利点は以下の3点がある。 

① 情報の可視化、関係性の把握3) 

データに隠された傾向やデータ間の関連性など

を位置や形状（ライン・ポリゴン等）で空間的に

表すことで、それまで見えなかった様々な情報の

関係性を一目で把握できるようになる。地図上に

可視化する方法も2D だけではなく3D やアニメー

ションで表現することも可能。 

② 業務効率化によるコストの削減3) 

GIS のデジタル地図上で情報管理することで、現

地調査や設備管理、空間解析等を容易かつ効率的

に行うことが可能となり、作業時間やコストを大

幅に削減することができる。 

③ データの作成・更新3) 

新しい建造物に関する情報の追加、道路の諸条件

の変更等に伴う地理情報データの更新など、GIS

を利用し属性情報（位置や形状で表す「空間的な

情報」に付随する情報）の作成・更新を行うこと

で最新のデータを保つことが容易に可能となる。 

 

4. 検討結果 

(1) 各種条件の空間的関係性の把握 

特定道路土工構造物は重要度1の路線から選定される

が、重要度1の定義は「地域の防災計画上の位置づけや利

用状況に鑑みて、特に重要な路線1)」とされているため、

国道以外の路線は周囲の関連データとの空間的関係性か

ら重要度1に該当するか判定する必要がある。GIS で作成

したマップを図-2に示す。マップ上に様々なデータを重

ねて表示することができ、点検対象箇所の現地取得緯度

経度から作成した位置情報（緑のライン）以外は各種公

開関連データを利用している。国土交通省国土政策局国
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土情報課が「国土数値情報 ダウンロードサービス4)」で

提供している緊急輸送道路（データ基準年：H27年）、バ

スルート（データ作成年度：H23年度）、避難施設（デー

タ作成年度：H24年度）、人口集中地区データ（データ作

成年度：H27年度）、土砂災害危険個所データ（データ作

成年度：H22年度）の土石流危険渓流と土石流危険区域の

データを使用した。マップ上にデータを重ね地理情報を

可視化することで、特定道路土工構造物と重要路線や避

難施設等の複数の情報の関係性が把握しやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 GIS 上に関連データを重ねたマップ 5) 

 

(2) 業務の効率化 

点検対象箇所（緑のライン）と人口集中地区データ（ピ

ンクのハッチング）を利用し、人口集中地区に該当する

箇所を抽出したものを図-3に示す。赤色に着色されてい

るラインが抽出箇所である。調書やリストから関係性を

確認する作業は非常に煩雑であるが、関連データを重ね

GIS の空間検索や属性検索を利用することで容易に抽出

することができた。また、抽出したデータのみをエクス

ポートすることも可能であり、条件設定や関連データの

活用により抽出作業を効率的に行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 空間検索による人口集中地区（ピンクのハッチン

グ範囲）に該当する点検対象箇所（緑のライン）の抽出 

赤ラインが抽出された箇所 5) 

 

(3) データベースとしての活用 

空間的情報の属性情報を表示する「ポップアップ」と

いう機能がある。図-4にポップアップのイメージを示す。

このポップアップはマップ上のラインをクリックするこ

とで簡単に確認することができ、グラフや写真等も付随

させることができる。空間的情報に属性情報を付随させ

ることで、データベースとしての活用が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 ポップアップのイメージ 

マップ上のデータをクリックすることで閲覧できる 

 

5. 結論・今後の課題 

本検討結果より、特定道路土工構造物の点検業務にお

ける GIS 活用は有効であると考えられる。地図上に地理

情報を可視化することで、複数の情報の区間的関係性が

把握しやすくなり、条件設定や公開関連データの活用で

特定道路土工構造物の抽出を効率的に行うことができ

た。さらに、属性情報を付加することで今後の維持管理

や点検の際のデータベースとして活用が期待できる。 

 今後の課題としては、発注者との GIS データの共有方

法の検討である。現段階では、shape ファイルや KML 形

式等の単体データの共有は可能である。しかし、発注者

が同様の GIS ソフトを保有していない場合、関連データ

等の重ね合わせのデータを共有することは難しい。デー

タベースとしての活用していくために、さらなる共有方

法の検討が必要である。 
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